
2023年 3月 2日 

ダイハツ工業株式会社 

 

【お知らせ】ダイハツ、「高効率低コスト 新型 １.２Ｌ ３気筒エンジン」で 

日本機械学会賞（技術）を受賞 

～エンジン高効率化により、最大熱効率４０％とし、ＣＯ２の削減に寄与～ 

 

 ダイハツ工業株式会社（以下、ダイハツ）は、「高効率低コスト新型１.２Ｌ３気筒エンジン」

（＝ＷＡ－ＶＥ／ＷＡ－ＶＥＸエンジン）が一般社団法人日本機械学会より「２０２２年度日本

機械学会賞（技術）」を受賞したことをお知らせします。 

同賞は、機械工学・工業の発展を奨励することを目的として１９５８年に設けられ、毎年優秀 

な技術功績および技術に贈られているものです。 

 なお、同賞の受賞は、２０２０年度において、「新世代スプリット駆動ＣＶＴの開発」で受賞し

て以来、２年ぶりとなります。 

 

■受賞業績名 

高効率低コスト新型１.２Ｌ３気筒エンジン 

 

■受賞者 

 ・奥平 総一郎（オクダイラ ソウイチロウ） 

 ・頼實 浩一（ヨリザネ コウイチ） 

・堀川 英知（ホリカワ ヒデトモ） 

 ・武富 慎矢（タケドミ シンヤ） 

 

■概 要 

  ダイハツは、カーボンニュートラルの早期実現に向け、自動車の電動化を推進していますが、 

世の中に広く普及させるためには、高効率化とともに低コストのエンジンを開発することが喫

緊の課題になっています。 

 今回、課題を解決するためエンジン設計素質を徹底的に探究し、最低限の可変機構を搭載し

た高効率でコンパクトなエンジンを開発しました。主には、吸気バルブとバルブシートの開口

部が最大になる形状とした高タンブルストレートポート（図１参照）の採用により高速燃焼と

耐ノック性を高めるとともに、燃焼室のコンパクト化を実現しました。また、噴射した燃料を

吸気気流に乗せてポート喉元に導入する形状としたデュアルポート＆低ペネトレーション噴霧

（図２参照）やシリンダブロックに常時流水する第一通路とサーモスタットで流水切り替えで

きる第二通路を内蔵した独自構造の２系統冷却（図３参照）により未燃損失の低減などが可能

になりました。これらにより、エンジン車及びハイブリッド車のどちらにおいても優れた燃費

（ハイブリッド用は最大熱効率４０％）を実現し、ＣＯ２の削減に寄与することができました。 
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ダイハツは、今後も低燃費技術をさらに追求し、２０５０年カーボンニュートラルの実現に向

け取り組んでまいります。 

 

以上 


